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. は じ め に

私は2013年に大阪大学にて博士(工学)の学位を取得し，

現在，同大学大学院工学研究科マテリアル生産科学専攻にて

助教として勤務しています．材料工学を母体としつつも，生

命科学との融合によりまったく新しい学術領域を開拓する中

野貴由教授の研究室において，骨の結晶学的配向性を構築す

る生物学的機序の解明を目指しています．私はこれまで一貫

して，生物あるいは生命現象がもつ構造・形態的特異性(非

対称性，極性，配向性)にこだわって研究を続けてきまし

た．マクロには一見，極めて対称性の高い生物個体も，臓

器，細胞，タンパク質，アミノ酸へと視点を移すと，対称性

は崩れ，一方のエナンチオマーからなる分子で構成されま

す．細胞外マトリクスの主成分たる I 型コラーゲンは，三重

らせん構造のカイラリティを示し，細胞極性や形態変化に導

かれ組織固有の機能発現を可能とする特定の配向性を形成し

ます．視点の転換が新たな「挑戦」を生み出してきました．

以下にこれまでの研究概要について紹介させて頂きます．

. chirality～カイラリティ～と polarity～細胞極性～

大阪大学理学部化学科での学部生時代，渡會 仁教授(現大

阪大学名誉教授)の指導の下，微小領域でのカイラリティ測

定を可能とする円二色性測定装置の開発に取り組みました．

「買


え


な


い


のではない．買


わ


な


い


のだ．」という言葉どおり，

渡會 仁教授は液液界面でのカイラリティ発現を解析可能と

する高速攪拌法や遠心液膜法をはじめ，微粒子分析における

新規の概念，分析法を次々に開発，分析化学において新たな

研究領域を開拓され，現在も現役で精力的に研究活動を展開

されています．当時，私が研究対象として選択した分子は

DNA．その二重らせん構造のカイラリティは塩基配列，溶

媒に応じて変化し，生命現象を「司る」核酸が構造・機能を

変化させる様を文珠四郎秀昭先生(現高エネルギー加速器研

究機構教授)と見つめながら，マクロな情報に隠れた真のカ

イラリティの追求が，私の「研究」の幕開けとなりました(1)．

一方で，装置・分析法の開発により明らかとなる「現象」は，

生命現象そのものの「仕組み」解明へと私の興味を導いてい

きました．

分子生物学の興隆により理解が「進んだ」生命科学ですが，

高度に機能化された脳は，他臓器と比較しても最も複雑で理

解困難な構造体と言えます．どうせならば，最も未開の領域

に踏み込みたいと考え，大阪大学たんぱく質研究所にて博士

前期課程の研究をスタートしました．吉川和明教授はニュー

ロンの発生，死を司る necdin 遺伝子の発見者であり，吉川

教授の下で私は中枢神経系における necdin の新機能を見出

すべく研究を開始しました．神経幹細胞から分化したニュー

ロンは，分化直後から完全に増殖を停止し，その後，個体の

死に至るまで極めて長期間を生き続けます．そのためには，

多くの生存維持因子の作用が必要であり，necdin は種々の

タンパクとの相互作用によりニューロンの生存と分化を促進

することが分かりつつありました．化学系出身の私には細胞

生物学・分子生物学の手法は何もかも新しく，一方で分子間

の化学反応により説明される生命現象は「化学」そのもので

もありました．ここで，脳の高次機能獲得を可能とするニュ

ーロンの極性形成，すなわち細胞が 1 本の軸索と複数の樹

状突起をもつ特有の形態を獲得する過程に着目し，necdin
が極性形成初期における軸索伸張を制御することを初めて見

出すことができました．

. 現 在

博士前期課程修了後には，一旦，研究の現場を離れ，公的

研究機関において研究広報の仕事に専心しました．社会との

接点で「研究」の世界を客観的に見ることで，国内における

科学コミュニケーションの戦略不足を痛感しました．同時

に，新事実の第一発見者になり得る研究者の魅力に改めて気

づかされました．

結晶塑性学・結晶学の専門家として生体骨の結晶学的異方

性微細構造に材料工学からアプローチする大阪大学大学院工

学研究科中野貴由教授の下，分子細胞生物学・材料工学の両

視点から生体骨の異方性構造の制御ならびに生物学的メカニ

ズム解明を目指した研究で，幸運にも研究現場に戻る機会を

得ました．Chiral なコラーゲン 3 重らせん構造と六方晶系の

アパタイト結晶は階層的な配向化構造を形成し，骨の力学

的・生物学的機能を果たします．その背後には極性を持った

骨芽細胞が，生体組織や細胞を含む「材料」との相互作用を

介して規則的に配列し，コラーゲンの線維方向・アパタイト

c 軸方向を決定します(2)(5)．そこには細胞社会における高度

な連携的機序が存在し，材料と生物の両学問の融合により初

めて，生体内での異方性構造形成の本質的理解が，今まさに

可能となりつつあります．

. お わ り に

研究の学術的価値を最重要視される中野教授の下で，「異

方性の材料科学」をキーワードに「生命科学」の視点から自

由に研究をさせて頂いております．生体組織における異方性

発現のメカニズムは実に多様な因子により支配されており，

異分野協調による解明が必須です．自身の研究履歴を最大限

に生かすことで，新たな「知」の創成に常に挑戦していきた

いです．
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